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Pseudomonasの 一 般 的 性 質 に 就 て

近 藤 圭 二 ・ 武 田 六 郎

　　　（財 園法 人 　醸 酵 研 究 所）

　最近に至 るまで PseudOmonasは 主 として 病源菌 ， 腐敗菌の面 か ら取扱われ てお b， RuzrCKA，

i
　
i

NIEpERKoRN，2〕
　JoRDAN ，

3） TANNER ，

a）STARK
，

5） GEssARD，の CHARRIN，
7） EIsENBERG

，

s ） BAERTH ．

LEIN
，

9｝
　GEoRGIA

，

1°）Fu − ER ．11 ）TuRFITT ，

12〕　KHARAscH ，

13（　SELLEEN
，

14）
等 1よ本細菌 の 分類學的 な面 ，

或は 本細菌 の 一つ の 特徴 で あ る螢光性色素の 生成等に就て研究 を行つ て い る．しか し乍 ら本細菌

の 酸化性 1：關す る研究は少 く， 古 く1911年｝：　ALSBERG15） は Ps．　savastanei に 於て ， グ ル コ ’ス

か らグ ル コ ン 酸が生産され る事實を認 めて い るが この研究は あ まb注目を引か なか つ た．然 るに

1939年に 至 り，ソ聯の PERvozvANsKY16丿 並 び に IvAsHKEvlcH は Ps．　Putidum ，
　Ps．　ayanogenecm，

及 び Ps．　fiuorescensが グ ル コ ・・ス か らグ ル コ ン 酸 と 2一ケ トグ ル コ ン 酸 とを生産す る 事實を認 め ，

熨に 1940年 に 至 つ て 米國 σ）LocKwooD17）
に よ りこ txが確認 さ れ て 以 來 ，

　 S’roN
，

18）STEIN，

u ，WHEL −

TON ，
YO） HERNSTEIN21）等 の 研 究 もあ bPseudomonas の酸化性が新 に 注 目 され る様 に な つ た．共

後 Lo¢ KWOODth2） は α
一ケ トグル タ ー

ル 酸の 生 成， 及 び ペ ン 1・　・一ス 或は ラ ク ト閂ス
，

マ ル ト　
・一ス の

酸化 に 就て ， 叉 STANIER23）は 芳香屬化合物 の酸化 ， 酒精の酸化等 に就て報告して お b熨に GRAY24 ）

の 2一ケ ト グ ロ ン 酸の 生産 に關 す る特許 も公 に され て Pse”domanas の 廣範な酸化能が 認識 され る

樣に な つ
’
r：　．一我 國で も既 に池 田氏

2腕 こよ b假性酸化細菌な る名の下 に諸種の 檢討が加 え られ て い

る ，

　著者 等は Pseudomonasに就て主 として酸化性の面 よ り之が研究を企圖 し， 差 し當 b23株 の 菌

を分離選擇 しそれ らの 性質を既往 の醋酸菌， グル コ ン 酸菌の それ と比較 し乍 ら檢討 し て 見た．

賢　驗　之 　郡

　（菌　の　分　離〕

　BERGEy26） の分類では Pseudomonasを水溶性色素生産性を以 て その 特徴 として い るの に微 し

著者等は本細菌の分離 に當 り．土 壌 ， 汚水 に就て 干面培養を行 い培地 中で該色素 を生蘆す る もの

を選擢 し，更に それ らの うち Warburg 檢黶計 に よ る酸素吸牧試驗 に於 て グ ル コ ース の Qog が
厂
100以上 を示 す もの を酸化性細菌 とし て選探 した．

　（形 態 的 性 質〕

　気 さ ： 0．6〜 O．9 × 1．0〜 13μ（Bouillon　24時間 ，
30℃培養）短 桿菌 ， 單

一
又は双 厭， 變 形態なし，

グ ラ ム 染 色陰挫 ， 邏 動性有 弼 鞭毛 は極毛．

　（培 養 的 性 質⊃

　液體培養 ： 醋酸菌 ， グ ル コ ン 酸菌 ， と異 り清酒麥酒培地 に生育 せ すs 肉汁 ，
Bouillon

， 醇母 水

等 に は 良 く繁殖す る ．液を漏濁 し， 表面 に 薄 い 菲膜を形成 す る もの 9 株， 厚 い 皮膜を形成す る も

の 11株 ， 菌i環を形威す る もの 3株で あつ た，

　固體培養 ： 菌苔は 平滑 ， 友 白色 ， 濕潤 ， 脂肪樣光澤 を有す．麹汁寒天 ， 麥芽塞天 ， 肉汁寒天 ，

酵母水 寒天 等 い つ れ も良 く繁殖す る 。螢光色素は 酸性で は發色せ す ， 從 つ て酸 性室素源 或は生酸

難炭素渥を用い た場合は 色素の 生成は認 め難 い 。術供試菌株 の 中に は 繼代増弾の 過程で 負素生 嘩
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性を殆ん ど喪失す る もの が あ る．グ リ セ リン 或は グル コ ース に各種窒素源 を用い た場合の色素生

産性は第 1表の 通 りで ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Table　 I
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　第 2表の通 りで あ る．

　ゼ ラ チ ン の液化 ，
リ トマ ス ミル ク の凝固性， 稍酸鹽の 還元力， イ ン ドール の生成等は 今目迄

Pseudomonasの分類上の 重要な基準 とされ ， 酪酸 蔚 ， グ ル コ ン 酸菌に比 して 確か に特徴的 な蟻質
　 　 　 　 ＃

で あ る が ， こ れ らは菌株に よ b區 々 で あ b， その酸化的性質 とは關聯が な い ．た ノご稍酸鹽 の 還元

力 と葡萄隠の酸化樣式 との 間に は 或 る關係が ある樣 1；思は れ る．生育温度 は高瀘性の もの と低温

性の もの ど に區別する事が出來 る が ， 低温性 の菌株が多い ．　　　　　　　　　　　　
’

　次 に 醋酸菌 ， グル コ ン 酸菌等は その生育の opt 　pH が微酸性で あ b，
　 pH 　4 で も生育幽來 るが

Pseudomonas は その opt が中性乃至 微 ア ル カ リ性で あ り pH 　5 以下で は 生育出來な い ，この 裏

は 極 め て 特徴的で ある，また前者は 概 して無機窒素源 を同化 し得 な い が後者は亞 稍酸鹽を除い て

他 を良 く同化す る．芳香屬化合物 の 同化試驗は フ
’
エ ノ ール の み を O．005 モ ル の 濃度で行い 他は い

つ れ も 0．01モ ル の 濃度で 行 つ た．SELLEEN等は フ エ ノ v・・ル の 同化性 を分類 の一規 準 として い るが

分離爾巾に も フ ヱ ノ r一ル を同化す る もの が一株 tfけある のが 認め られた．安息香酸，
フ エ ＝ … ル

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（迸藤， 武由） 酸 化 性 細 菌 に ．闘 す る 研 究　（第 1報）（352）

　

　

　

　

　

　

　

，」

　

　

O
の

口同
邸

弔

邸

9

高
O
臼

邸日
の

咽

Oq
〕姻

ω

h同
O
」

マ
臥

国

　

　

　

　

　

　

　

一

』

 
“

O
而

」

吋
眉
O

　

哨囲
OO

，
口含

Q

切
切咽
口
o
切

『d
ヨ

α

＜

・
躍
口

＄
の

Table ∬　Physiological　properties

Utilization　of
　 Nsource lUt糯 黠 。皿 ，。。 nd ，

 

覗

響
h
り

h

罰
qり

 
卩

OON

α
 

O
翫

×

雫
臣

o

鷽
oN5

詮

o

旦
日
σ6

ム

＄
邸
り

 

9

国
』

q
 

高

餌

HO

謂
O
り

瞬
剛

屠

Nq

理
円

O
う

』

幽
O

コ
邸

NqO

 

O
ロ

ロロ

ONqO

ロコ

ち
口

o
瑁
山

　

訂

 

」

ゆ

肖
OOO

り

』
HO

口咽
bめ
邸
H
邸

α
の

く

螺

O
ω
 

（

寸

団

乞
）

。。

O
名
冂

寓

 

O
之
帽

客

調
→

≧
O
靹

O
旧

O

国
ロ

リ

qO

　

り

目コ

　

　

nO
寸

ー°
 
駆り

謂
“

彦
o
」

O

　

輪

〜
O

HO

も

q
一

旧

O

口

O嘱
剃
吋

日
臼

O
』

O
口

O
」

謂

乞
旧

O

質
O
冒
リ

コ

で

O
餌

O囲哨
目

　
口

O
賢
邸

将
qO
日

α
 

山

　

旧

o

口
o
唱
り

く

　
口
O
冒
邸

ヨ
b400Q

口

質

嚮
O
切

嗣

O

口
O

咽

ぢ
祠

旧

Q
コ

9一

　

　

霞
口桝
邸
日

¢

嗣

OO

サ

角

卩

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋
．

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

一
　一
　【
　一
　卩
　一
　
一
　一
　
［
　一
　冖
　
冖
　一
　
口
　一
　一
　一
　
一

＋

＋

　一
　一
　
一

廿

○

○

○

○

什

＋

＋

＋

〇

＋

廾

＋

○

○

〇

＋

OOO

＋

壮

什

什

OQOO

什

OO

＋

OO

＋

＋

OOOOOOO

＋

普

廿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1　　　．　　
i　
…　
；

一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
［
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
冖
　
　
　
一
　
一
　
一
　
冖
　
一
　

7
　胃
　
一

ー　　　　　　　　　　
ー　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ー

＋

＋

＋

　一

＋

＋

＋

干

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

　一

＋

＋

＋

に
＋

土

‡
＋

＋

‡
＋

・

＋

＋

＋

・

＋

・

＋

＋

＋

＋

・

『

＋

＋

＝
＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

一

＋

＋

＋

＋

＋

＝

｝

　

　

　

　

　

−　　　　　　　　卩　　　　
F　　　　．　
l　F　　　　　广　．　
ー　「　　1　幽　
ー　
−　　　　　　

…　　
l　F

＋

＋

　一
　一
　一

＋

　一
　［
　一
　一
　｝
　
一
　卩

＋

＋

　一
　卩
　一

＋

＋

　一
　一

＋

　

　

　

　

　

　

　

　

P

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

F　　　
−　　　　　　i　　−　．

＋

＋

　一

＋

　一
　
冖

＋

＋

　一
　一

＋

＋

　一

＋

＋

＋

＋

　一

＋

＋

　一
　一

＋

ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
lI
　．．　1

十
　
十
　一
　

十

　
一
　

一
　

十
　
十

　一
　

十

　
十
　
十

　
十
　

十

　
十
　

十

　
十
　
十
　

十

　
十
　
一
　

十
　
十

　

　

　

　

　

　

　

　

　

I　　I　
I　ー　　　　
ヒ　　　　　　．　　」　　　
−　
I　
I　　　　　．

「
［
　一
　一
　一
　
一
　一
　一
　一
　一

＋

　一
　
一
　一
　一
　
冖
　一
　一
　一
　一
　一
　一
　一
　一

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．　　　　　　　　　@　．　　　　　　
@　I　　　　@@
　

　

　

　

I

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　．　−　．　　．　．　　　　　．　　　

@

　

．

<TAB>

一

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

{

＋

＋

＋

＋

<TAB>

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

{

＋

＋

＋

＋

＋

＋

<TAB>

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋＋
＋＋＋＋＋＋　　．　ー
　　　　　　　
　　　ー　．　−　　…　　　　　　
　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　−　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

．

　

．

<TAB>

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

　

　　　
　　　　　　　　．　　ー　　　　　　　
　　　
　

@

　

．　

I

　

i

　

　

i

<TAB>

＋

＋　

一

＋

＋

＋

＋＋

＋

　

冖

＋

＋

一

{
＋＋
＋　
一

＋
＋＋
＋
＋

1<TAB>
　
」
　ー
　ー
一
　
一　
冖
　
一
　
一
　
一　
 
　
一　

一　
一　
一　
一　
一　
　　
一．

@

［

　

［

　

一

　

【

　

｝

　

一

　

一<TAB>
　　　　
　　　　　　　　　I　
L　ー　．　5　．　

．

　
　

」

　

．
　

I
　
1
　

1
　
　

．

　
．

5

　

　
06

　
　

　

　

500

　
　
5
　
　
55

　　
　
　

505000

・
　
　
　
　

　
　
　，　
　
　p
　　
　　
　
　
　

　
　
　
　

　
．　
　
　
，　
　
　．
　
　
　　
　　
　
■
　　
　
　
　　
　

　
．
　　　
．
　
　　
　
　　　
　
　
　　
◆

　
　　

¶

　
　
　

¶

　

　

　
「
　

　

　

呷
　
　

　

．

7
　

　
77

　

　

　

　

77

7
　

　
7

　

　

67

　
　

　
77

7

777

 

加

 

〃

凱
 
 

加

 

〃
t
貫
ト
 

6
　

　

66

　

　

　

　

666

@6　嚇　66　　　666666<TAB>1
　1　
1　．　引　　コ　r　、　1　　　　　卜　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　」　
1　　　；　　ヒ　．　．　匚
　　　　　ー　L　　
　

　

　

　

l

　

　

1

　

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

一

什

什

＋

鼈
黶

{
一

一

一

＋

一

一

一
［

＋
一

＋
一

＋
一

一
マ

・

＝

・

卅

・

‡

坩

蕾

掌

・

再

・掌辮卅．1<TAB>　　　　　　　　　　　　「　
1　．　　」　．　　　　　　
　

．
　　
　
广
　哩
　
−
　
　
　　
　
尸
　　

1

　　
1一
　
一

　一
　一
　一
　一
　
一
　
冖
　一
＋　
一　
一　

@
冖

　
卩

　

一

　

一

　

　

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

<TAB>

　

一二一一
E

一【一
＋一・一一一
朴　一一柵
一一一F　　」<TAB>　弓　　1　
　　
　　
1　　　
　ー　　　
　　　；　　
　噛　．幽　ー　i　1　　　
1　　　　ー　　　
　　；　　　　　　　　　　−　
　1　
　　　　1　　1　　
　　
　　　　　　
　　　　1
　　−　　　　　　　
　　
1　−　　
　　　I　　　　I　

　

　．
．．
　−

　

ー

　−
　　

　

　

1　

　

　

　　
　　

　

．＋

　

冖　

一

　

一

＋

@
冖　
一＋
＋　
冖
＋

＋

　一
　一

＋

　一
＋
　

一

＋＋
＋＋

<TAB>
＋　

一

　一

　

一　

一

＋

m

　

μ

＋

　

一

　

一

＋

　

［

　

一

　

一

＋

　

一

＋
　

一

＋

　

【

＋

＋

<TAB>

　

　

　

　

　

　

@
　

　

1
什

一

一

一

＋
＋

一

一
、

＋

朴

一

汁

一

一

一

＋

一

一

＋＋ ＋ <TAB>− 、 u 貰 超鬻 鯊譌擾疹鬻援 珮囎　　　 　　　 　 ． P
醋 酸

等は 良 く 同化 され る ． ま

安 息 香酸 derivate 中P 一ア ミ ノ
r
） P 一 オキ シ ーは 同化さ れる がm一オキ シ ーは同化 さ れな い．

ほ p 一オキシーの場舒はfluorescence の生成が認められなか つた．　　　　
　

　　　　 　　　　　　　 　　 　 　　　　 　 　　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　　　’ 　 抗菌 力と酸化 1 生との

には 關聯 が 認め

れなかつたが，概 し てpyocy

in 生 産株は 抗菌力が 強 い樣であ る． 　 〔各種炭水 化物 よ b の 生 酸性〕 　 上 述の樣にPse
omonas は酸に對する抵 抗性が弱いので次の樣な方 法 によつた．各種炭素源 1％Bou 祖on 　O． 1 ％KH2PO4 　O． 03 ％

SO ． t7H20 　 O ． Ol ％CaCO3 　 1 ％agar 　3 ％の 細．
成の培 養 基を薄くペト リ シ ヤ

ソ 中に 溶解凝 固させ，各箘株をstreak し，30 ℃の

に24 時 開 放置して生 奩 された

による
炭
酸石 友 の 溶 解 さ れ る態 度を觀察 し た ． 　結 果 は 第3 表
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　表 1こ．よ b明か な樣に Arabinose，
　Xylose

，
　Glucose　Galactose ，　Mannose よ りは 生雌され る

が ， 他は ethyl 　alcoho1 よ りは 7株 ，　 Butyi　alcohQl よ りは 2株 ・
Glycerin

・
Maltose・ Mannit

よ りは 各 々 1 株づ っ 生酸 され ， Sorbite．よ りの
．
生酸は 全菌株 を通 じ て認 め られ なか つ た ，

　（生イ匕學 向勺性質⊃

　葡萄糖 の酸化

　振盪培養
．
： グ ル コ ース 10％ ，　eorn 　steep 　liquor　O5％ ， ．urea 　O．2％ ，　KH2PO ．t　O．06％ ，

MgSO47H200ρ25％ の組成の 培地 を100cc宛振盪 コ ル ベ ン に 容れ殺菌後別に殺菌 した炭酸石友

を加 え ， 前培養 とし て 前記 の培地 iO。c に 2711Cで 24時髑培養 した菌を接種 し，
511 間26〜27℃ で張

盪培養 を行 つ た．2一ケ hグル コ ン 酸は 二LockWQod の法 iこ よ り培養液 の旋光度 と還元 力 とよ り
．
算

潤 した．

　錚置培養 ： グ ル a 　一＋ス 5％ ， 酵母 水 0．5％ の 組 成 の 溶液 100ccを三 角 コ ル ベ ン に容れ殺菌後炭酸

石友を添加 した． 菌接種後26〜 27℃ の 下に 141ヨ聞培養し培養基 中の ca 量を測 リグル コ ン 酸石衣

とし て 算出 した ．

　 グ リセ リ ン ，
マ ン ＝ ツ ト，

ソ ル ビ ツ トの酸化

　基質各5％酵母水 O、5％の 組成の培地 50c¢ を用い 26〜 28℃ の下 に 5 日闇振盪増養し・ 増養液 の還

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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元 力並 に レ ゾ ル シ ン
ーHcl に よ る Seliwanoffの ケ ト ース 反應 を調 べ た．なほ マ ン ニ ツ トの場合

は鹽化鐵に よ る麹酸の 反應を も調 べ た ．

　 エ チ ール ア ル ゴ 　・一ル 並 に イ ソ プ ロ ピ ール ア ル コ “ル の 酸化

　基 質 2 ％ （イ ソ プ ロ tf　v一ル ア ル コ
ー

ル 0）場合は 1％）酵母水05％の 組成の 培地 50ccを用い 26〜

28℃ の 下に 3 日間振盪培養 し ， 醋酸は N ！10　NaOH 　｝： よ る滴定數 よ り，
　 Acetoin は 20％ KoH と

Salcyl・a1dehyd 　alboho1 溶液 に ょ る呈色 反應 に ょ っ て 調 べ た．結果は 第 4表の通 りで あ る．

Table　W 　Biochemical　properties
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酸化に就ては 　 　 　 　 　 1 グル ゴン 酸の み を 生 成 するも の 　 　

　　．　　3 株 　　　　
　12 − − tr ． 1 ・ グ ルゴ ン 酸 を 生 成 す るも の

　　　　　17 株 　　
　　　 1 グル コ ン 酸，2 一 ケトグ ルコ ン酸を生威 し

い もの 　　　　 3 株 であ つ た ． 既往 の醋酸菌， グルコン酸菌と異る點はその 酸化力 が 1 錚置 培 i

で は 極めて 微弱で あ b 且っ 5 一 ケ ト グル コ ン 酸 が 生 塵され な い事で あ つて これは 菌 の 酸に 對 す

抵 抗性が弱 い のに 暴いて い る ． と 考 えられ る ． な ほ グ リ セ リン よ
リ ヂ

オ
キ シ アセト ンの生成 ，マン

ニツ1 一 よ ら 果糖 ， 麹 酸の 生 成
及び ソ ル．ビット よ ． リ ソル ボ ースの生 成 讐；はいつれも認められ なかつた ・ 　
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ル 認 n ル よ b酢酸を生産す る事は既に Stanier に よ b指摘 され た とこ ろ で あ る が ， 分離菌株中

に も明か に酢酸を生簾 す る もの が 7株あ る溺が認 め られた．この事は Pseudomonas と醋酸菌 と

の 距離を一麿近づ け る

’
もの と考 えられ る．

要 約

　酸化性細菌 として Psexdomonas の一般 的性質 を既往 の醋酸菌 ， 並 に グル コ ン 酸菌の それ と比

較檢討 した ．主要な相違點 を列擧す れ ば次 の樣で あ る．（1）水溶 性色素を生産 す る．（2）清酒 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や

麥酒等 には生育 しない が ブ イ ヨ ン
， 肉汁 ， 酵母水 ， 等 に は良 く繁殖す る．叉醋酸菌等 に比 し よ b

aatotroPhic で あ b， 從つ て 人 工 増地 に もよ く生育す る．（3）生育の OPpH は 中性叉は微ア ル カ

リ性 側 に あ b酸性 に は 生育 しない ， 〔4）芳香屬化合物 を同化する ．（5）葡萄糖 を酸化 して グル コ

ン 酸2一ケ トグ ル コ ン 酸 等を生産す る が ， 5一ケ トグ ル ゴ ン 酸は生産 しな い ．（6） グ リセ リン
，

ソ ル

ビ ツ ト 等 を酸化 し て夫 々 ヂ オ キ シ ア セ ト ン
，

ソ ル ボ ース 等 を生産 す る能 力は ない ．（7）プ チ ー
ル
’

ア ル ＝ … ル よ b殆 ん ど生酸 しな い ガ ラ ク トース ， マ ル F 一ス よ b生酸す る もの が あ る．（8）靜置

培養で は その 酸化力が極め て微 弱で ある．（9）酸化能は適應性が 強い ．

　Pseudomonasの 以上の 様 な性質か ら知 られ る事は 本細菌が朝井博士 の 所謂 Eugluconobacter

と類似 して い る事實で あ る．著者胸
等 もか つ て花 類 よ りその 樣な性質 を もつ 二 ， 三 の菌 を分離 し ，

グ ル コ ノ バ ク タ P 一との 共 通性乃至特異性を論 じた と こ ろ で あるが， Eugluconobacter と Pseu・

domonas 等 の關聯慢は 新に檢討
’
さ れ なけれ ばならない と考 られ る．

　終 b に 臨 み 御指導御校薗を賜つ た醗酵研究所長佐藤博士並 に 阿部博士 に 深 く感謝す る．両 熱 心 に 實瞼 に御

助力下 さつ た永井敏夫瓦 沖津房離 翼に 厚 く感謝す る。

　（本報告は昭 和 25年 2 児 11 日 月本 農藝化學曾關 西支 部例 會 で 講演 した）．
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